
2008年度 京都大学 生涯教育学講座 嚢報

1.授 業

《大学院≫

教 授 前平 泰志 生涯教育学研究 Ⅰ･Ⅱ

生涯教育学演習 Ⅰ･Ⅱ

教 授 川崎 良孝 図書館情報学演習 I･II

准教授 波速 洋子 生涯教育学研究 Ⅰ･Ⅱ

生涯教育学演習 Ⅰ･Ⅱ

継続教育論

生涯教育学講読演習 Ⅰ

准教授 佐藤 卓己 図書館情報学演習 Ⅰ･Ⅱ

講 師 相庭 和彦

講 師 吉田 右子

《学 部》

教 授 前平 泰志

生涯教育学特論Ⅱ

生涯教育学講読演習Ⅱ

生涯教育学特論 Ⅰ

図書館情報学特論 Ⅰ

偏見 ･差別 ･人権 (リレー講義)

同和 ･人権教育論

生涯学習概論Ⅱ

相関教育 システム論基礎演習ⅡA･B

生涯教育 ･図書館情報学専門ゼミナール Ⅰ

教 授 川崎 良孝 相関教育 システム論基礎演習ⅡA･B

生涯教育 ｡図書館情報学専門ゼ ミナール Ⅰ

准教授 波速 洋子 生涯学習概論 Ⅰ

相関教育 システム論基礎演習ⅡA･B

准教授

前/後期

前/後期

前/後期

前/後期

前/後期

前期

後期

節/後期

前期

後期

前期集中

前期集中

前/後期

前期

後期

前/後期

Ⅱ 前/後期

前/後期

Ⅲ 前/後期

前期

前/後期

生涯教育 ｡図書館情報学専門ゼミナ-ル Ⅰ･Ⅱ 前/後期

佐藤 卓己 メディア文化論 前期

相関教育システム論基礎演習ⅡA･B 前/後期

生涯教育 ･図書館情報学専門ゼミナールⅠ･Ⅱ 前/後期
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講

講

講

講

社会教育計画論 Ⅰ･Ⅱ

相関教育システム論講読演習Ⅱ

図書館情報学概論 Ⅱ

図書館情報学概論 Ⅰ

学校経営と学校図書館

図書館経営論
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前/後期

後期

前期

前期

前期

後期
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講 師 志保田 務 資料組織論

図書館資料各論

講 師 佐藤 毅彦 情報サービス論

情報サービス論演習

講 師 堀川 照代 学習指導と学校図書館

講 師 高鍬 裕樹 情報検索演習

図書館サービス論

前期

後期

前期

後期

前期集中

前期集中

後期

2.研究活動

≪講座共通≫

･プロジェクト参画

教育実践コラボレーション･センター アクションプログラム (教育空間創造ユニット)

｢野殿 ･童仙房での生涯学習の取り組み｣

(野殿童仙房生涯学習推進委員会のHP: <http://souraku.net/manabi/>)

･参加/交流

教育実践コラボレーション･センター シリーズ ｢命の授業｣第 1回

｢金森俊朗先生を囲んで｣ - 8.2(京都大学教育学部420室)16:30-18:00

京都大学大学院教育学研究科 ･北京師範大学教育学院

日中教育学系合同シンポジウム2008･Ⅰ｢現代日本の高等教育｣

日中教育学系合同シンポジウム2008･Ⅱ ｢学生の研究と生活 :現状と課題｣

学生交流会

北京師範大学実験小学 (附属小学校)見学会

- 12.2-6(北京師範大学)

≪生涯教育学研究室≫

･参加/交流

シンポジウム ｢なぜ心理学者が地域に足を運ぶか｣

- 4.18(京都府相楽郡南山城村 ｡旧野殿童仙房小学校)19:40-21:00

｢こども芸術大学｣見学会 (授業 『継続教育論』にて)

- 6.10(京都造形芸術大学)13:00-14:00

京都生涯学習研究会例会

｢成人女性の学習と学習後のライフヒストリーを概観する｣中尾敦子氏 (心学明誠舎)

- 4.16(同志社大学今出川校地 徳照館1階会議室)18:30-

｢東九条マダンと地域多文化学習の試み｣吉田正純氏 (大谷大学非常勤講師)

- 6.16(同志社大学今出川校地 徳照館1階会議室)18:30-

京都大学シニアキャンパス2008｢交響する身体 一 千年のときを歩く -｣

- 10.1-3(百周年時計台記念館ほか)

ー182-



日英国際シンポジウム ｢卒後医学教育の新たな発展にむけて-Work-BasedLearningからのチャレンジ｣

- ll.13(京大芝蘭会館)

･研究会

｢医療と教育を考える勉強会｣

｢ローカルな知｣研究会

｢伝承文化 ･習い事｣研究会

≪メディア学研究室≫

･プロジェクト参画

京都大学グローバルCOEプロジェクト ワークショップ

｢民意の リテラシー 『世論』民主主義と 『輿論』の可能性｣

- 2008.12.5(教育学部lF会議室)15:00-18:00

3.院生研究業績

【博士後期課程】

猿山 隆子 (生涯教育学D3)

･論 文 (2008)｢共同で紡ぎ出す (知)一鶴見和子の生活記録運動にみられる不連続性を

めぐって-｣日本社会教育学会年報編集委員会編 『日本社会教育第52集 :(ロー

カルな知)の可能性- もうひとつの生涯学習を求めて-』東洋館出版社 117-

29頁

児玉 華奈 (生涯教育学D2)

･口頭発表 (2008.9.20)｢関係性の場としてのコミュニティ･カフェ - 『ひが しまち街角広

場』の実践から｣(日本社会教育学会第55会研究大会自由研究発表/和歌山大学)

･共同報告書 (2008.3)児玉肇奈 ･太田拓紀 ･生駒佳也 ･辻喜代司 ｢野殿 ･童仙房地域におけ

る協働的な 『学びの空間』をめぐるフィール ドワーク｣京都大学大学院教育学研

究科教育実践コラボレーション･センター 『大学院生主体課題探究 ･討論 平成

19年度研究開発コロキアム成果報告書』

赤上 裕幸 (メディア学Dl)

･共同報告書 (2008.3)野口剛 ･赤上裕幸 ･大田誠二 ･山崎貴子 ･井上烈 ･岡田丈祐 ･岡田薪

子 ･長崎励朗 ｢情報 ･メディア ･コミュニケーションの社会的役割と機能に関す

る実証的研究｣『京都大学グローバルCOEプログラム ｢心が活きる教育のための

国際的拠点｣研究開発コロキアム研究成果報告書』
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【修士課程】

二見 隆亮 (生涯教育学M3)

･口頭発表 (2008.9.10)｢スポーツ支援者が支援されること｣ 日本体育学会 (早稲田大学)

･寄 稿 (2008.7)日本盲人マラソン協会会報 『粋』113号

･寄 稿 (2008,ll)日本盲人マラソン協会会報 『粋』114号

･共同報告書 (印刷中)冒本障害者スポーツ協会 『北京パラリンピック報告書』

柴原真知子 (生涯教育学M2)

･研究ノー ト (2008.3)｢イギリス成人教育史研究における労働者階級と女性の位置-氏.Peers,

T.Kelly,氏.Fieldhouseの著作を手がかりに-｣『京都大学 生涯教育学 ･図書館

情報学研究』第 7号 107-22頁

･共同資料紹介 (2008.3)波速洋子 ･柴原真知子 ｢英国医事委員会 『明日の医師を育てる一卒

前医学教育への推奨事項-過2003年2月､24p.｣『京都大学 生涯教育学 ｡図書館

情報学研究』第 7号 ､123-41頁 ､

･共同報告 (2008.3)前平泰志 ･波速洋子 ｡武田一浩 ･元根朋美 ･柴原真知子 ･辻喜代司 ｢戻

都大学 シニアキャンパス (2005-2007年)実施報告-参加者の意識調査の分析か

ら-｣『京都大学 生涯教育学 ･図書館情報学研究』第 7号 177-228貢

長崎 励朗 (メディア学M2)

･共同報告書 (2008.3)東畑閑人 ･中藤信哉 ･西浦太郎 ･菱田-仁 ･渡辺潔 ･長崎励朗 ｡佐藤

健 ･山村総一郎 ･森田健一 ｡谷野幸子 ･淀直子 ｡内藤みちよ ｡酒井律子 ｡根本真

弓 ｢『宗教』現象に着冒した心理臨床に関する研究コロキアム｣『平成19年度 京

都大学研究開発コロキアム』

･共同報告書 (2008.3)野口剛 ･赤土裕幸 ｡大田誠二 ･山崎貴子 ｡井上烈 ｡岡田丈祐 ｡岡田薪

子 ･長崎励朗 ｢情報 ｡メディア ･コミュニケーションの社会的役割と機能に関す

る実証的研究｣『京都大学グローバルCOEプログラム ｢心が活きる教育のための

国際的拠点｣研究開発コロキアム研究成果報告書』

･論 文 (2008.3)｢現代 日本の幻影と公共圏｣『京都大学 生涯教育学 ･図書館情報学研

究』第 7号 27-42頁

生駒 佳也 (生涯教育学M2専修コース)

｡共同報告書 (2008.3)児玉華奈 ･太田拓紀 ･生駒佳也 ･辻喜代司 ｢野殿 ･童仙房地域におけ

る協働的な 『学びの空間』をめぐるフィール ドワーク｣京都大学大学院教育学研

究科教育実践コラボレーション･センター 『大学院生主体課題探究 ･討論 平成

19年度研究開発コロキアム成果報告書』
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辻 喜代司 (生涯教育学M2専修コース)

･共同報告書 (2008.3)児玉華奈 ･太田拓紀 ･生駒佳也 ･辻喜代司 ｢野殿 ･童仙房地域におけ

る協働的な 『学びの空間』をめぐるフィール ドワーク｣京都大学大学院教育学研

究科教育実践コラボレーション･センター 『大学院生主体課題探究 ･討論 平成

19年度研究開発コロキアム成果報告書』

･共同報告 (2008.3)前平泰志 ･波速洋子 ･武田一浩 ･元根朋美 ･柴原真知子 ･辻喜代司 ｢戻

都大学シニアキャンパス (2005-2007年)実施報告一参加者の意識調査の分析か

ら-｣『京都大学 生涯教育学 ･図書館情報学研究』第 7号 177-228頁

久野 和子 (図書館情報学Ml専修コース)

･共同訳書 (2008.9)ジョン･E.ブッシュマン/グロリア･J.レッキー編著 (川崎良孝 ･久

野和子 ･村上加代子訳)『場としての図書館 :歴史､コミュニティ､文化』京都

大学図書館情報学研究会[発行]/日本図書館協会[発売]

4.目録 (前年度分)

《修士論文》

赤上 裕幸 ｢活字から活映へ -水野新幸と 『映画教育 (活映)』-｣

土出 郁子 ｢国立大学病院における 『患者図書室』の現状と課題 一医学図書館との協力体

制に基づく患者への図書館サービスの提案-｣
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